
単位数 ○

ICT活
用

○

授業時間外学習【予習】

授業時間外学習【復習】

授業計画
【第6回】

インターンシップ報告書の作成

授業計画
【第7回】

インターンシップ報告会

授業計画
【第8回】

インターンシップを経験し、自らの進路の決定

授業計画
【第5回】

インターンシップへの参加

・インターネット、新聞等を利用して、企業・自治体・団体等の研究を行う。
・自分の意見を形成するためにおおむね１時間程度の予習が必要。

・自分の進路を決めるために今日学んだこと調べたことを記しておく。1時間程度の復習が必要。

授業の到達目標
　実社会における就業体験を通じて就職活動の準備を行う。【知識・理解】
　コミュニケーション能力を向上させる。【汎用的技能】
　職業に対する意識の向上。【態度・志向性】

学修成果との関連

科目コード 534116 2単位 配当学年 1 実務経験教員

3.現代社会に関する基本的知識を有する。

授業の進め方
と方法

授業は月1回の開講とする。自分はどのような進路を決定するのか。どの企業を受験するのか。それをじっくりと考えてもらおうと思
う。
もう一つは、進路決定のための判断としてのインターンシップへの参加である。
アクティブラーニングについて：グループワークで協議を行い、その内容について発表してもらう予定です。
ICTの活用について：インターネットを利用した授業としますので、情報処理室にて授業を行います。

授業計画
【第1回】

オリエンテーション：インターンシップの意義、活用の説明

授業計画
【第2回】

インターンシップ先決定のためのインターネットを利用した企業研究

アクティブ
ラーニング

担当教員名 土田　博

授業概要
在学中に実社会における就業体験（インターンシップ）を通じて就職活動の準備を行う。また、インターンシップ活動を通じて、自分の
進路を真剣に考える機会を提供していく。民間企業のみならず公務員の職種、試験についても併せて指導していく。

関連する科目 「キャリア入門」「キャリア・デザイン」「キャリアビジネス論」

授業計画
【第3回】

インターンシップ先決定のための企業・自治体・団体の研究

授業計画
【第4回】

インターンシップ事前研修会への参加
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備考 授業は月1回実施する。実施日に注意すること。

評価方法・基準

インターンシップへの参加80%、授業への積極的参加度20%

テキスト 特になし

参考書 特になし

課題に対する
フィードバック

必要に応じて授業時間外に一人一人に対する指導を行う。


